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〈 

資
料
紹
介 

〉

　

本
文
書
に
つ
い
て
は
す
で
に
、
福
田
以
久
夫
氏
⑴
、
栄
原
永
遠
男
氏
⑵
に
よ
る

論
考
が
あ
る
。
本
稿
で
は
両
氏
の
論
考
を
も
と
に
文
書
の
概
要
の
紹
介
と
若
干
の

考
察
を
行
い
た
い
。

１
．
文
書
の
概
要

　
ま
ず
、
文
書
の
名
称
で
あ
る
が
、
巻
装
さ
れ
て
い
る
が
題
簽
は
な
く
、
箱
書
も

な
い
。
箱
内
に
紙
片
が
二
枚
入
れ
ら
れ
て
お
り
、
一
枚
に
は
「
紀
朝
臣
葛
成
墾
田

券
文
」
と
、
も
う
一
枚
に
は
「
紀
葛
成
賣
券
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
所
蔵
者
が
公

開
し
て
い
る「
横
浜
市
立
大
学
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー
所
蔵
貴
重
資
料
目
録
」に
は
、

連
番
五
三
七
番
に
書
名
「
解げ

」、
編
著
者
名
１
「
紀
朝
臣
葛
成
」
と
収
載
さ
れ
て

い
る
⑶
。
そ
し
て
、
福
田
氏
は
「
紀
朝
臣
葛
成
墾
田
売
券
」
と
、
栄
原
氏
は
「
紀

葛
成
墾
田
売
券
」
と
そ
れ
ぞ
れ
称
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
名
称
が
一
定
し
て
お

ら
ず
、
本
来
は
所
蔵
者
に
よ
る
名
称
を
採
用
す
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、「
解
」
で
は
、

文
書
の
特
定
が
難
し
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
最
初
に
こ
の
文
書
を
世
に
紹
介
し

た
福
田
氏
に
よ
る
名
称
を
尊
重
し
、「
紀
朝
臣
葛
成
墾
田
売
券
」
の
名
称
を
採
用

す
る
こ
と
と
す
る
。

　
文
書
は
巻
子
装
、
一
巻
に
成
巻
さ
れ
て
い
る
。
本
紙
は
現
状
縦
二
七
．
九
セ
ン

チ
・
横
四
三
．
八
セ
ン
チ
の
楮ち

ょ
し紙

で
、
四
周
が
化
粧
裁
ち
さ
れ
、
雲き

ら母
引び

き
の
紙

横
浜
市
立
大
学
所
蔵
「
紀
朝
臣
葛
成
墾
田
売
券
」

柳　

沼　

千　

枝

ま
え
が
き

　
横
浜
市
歴
史
博
物
館
で
二
〇
二
二
年
一
〇
月
〜
一
一
月
に
開
催
し
た
企
画
展
「
追
憶
の
サ
ム
ラ
イ
―
横
浜
・
中
世
武
士
の
イ
メ
ー

ジ
と
リ
ア
ル
」で
は
、図
録
を
博
物
館
編
の『
書
物
學
』第
二
〇
号『
追
憶
の
サ
ム
ラ
イ
―
中
世
武
士
の
イ
メ
ー
ジ
と
リ
ア
ル
』と
し
て
、

勉
誠
出
版
か
ら
刊
行
し
て
い
た
だ
い
た
。
展
示
は
、
重
要
文
化
財
を
ふ
く
む
横
浜
市
立
大
学
所
蔵
の
古
文
書
を
通
覧
す
る
な
ど
史

料
に
も
と
づ
く
リ
ア
ル
と
、
横
浜
市
域
の
サ
ム
ラ
イ
の
伝
承
や
後
世
に
描
か
れ
た
画
像
な
ど
イ
メ
ー
ジ
と
の
展
示
を
あ
わ
せ
て
、

鎌
倉
武
士
の
実
像
に
せ
ま
る
も
の
と
な
っ
た
。
こ
の
展
示
内
容
の
紹
介
に
、講
座
で
講
演
さ
れ
た
諸
先
生
の
論
稿
も
ふ
く
め
て
、『
書

物
學
』
誌
は
、
大
変
魅
力
的
な
本
と
な
っ
た
。

　

同
誌
の
編
集
に
際
し
て
、
横
浜
市
立
大
学
所
蔵
文
書
の
う
ち
の
「
古
代
様
式
の
文
書
」
三
点
に
つ
い
て
、
横
浜
ユ
ー
ラ
シ
ア
文

化
館
の
柳
沼
千
枝
主
任
学
芸
員
と
佐
藤
信
と
で
協
力
し
て
紹
介
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
際
、編
集
時
の
手
違
い
か
ら
、一
点(

紀

朝
臣
葛
成
墾
田
売
券)

の
解
説
に
つ
き
、
柳
沼
氏
が
書
か
れ
た
原
稿
に
替
え
て
佐
藤
が
執
筆
し
た
原
稿
が
掲
載
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

　
柳
沼
氏
に
よ
る
有
益
な
解
説
は
、こ
の
度
『
横
浜
市
歴
史
博
物
館
紀
要
』
に
掲
載
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
こ
に
経
緯
を
紹
介
し
、

『
書
物
學
』
誌
と
あ
わ
せ
て
柳
沼
論
稿
を
ご
覧
い
た
だ
く
よ
う
、
広
く
お
願
い
し
た
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
（
横
浜
市
歴
史
博
物
館
館
長　
佐
藤　
信
）



― 15 ―

が
上
下
左
右
に
貼
り
継
が
れ
て
い
る
（
文
末
写
真
）。

　
文
書
の
内
容
は
、
平
安
時
代
前
期
の
承じ
ょ
う
わ和
十
五
年
（
八
四
八
）
に
作
成
さ
れ
た

売ば
い
け
ん券
で
あ
る
。
売
券
と
は
「
財
産
を
売
買
す
る
に
際
し
、
売
買
契
約
の
合
法
的
成

立
を
確
認
し
将
来
に
わ
た
っ
て
そ
の
効
果
を
保
証
す
る
た
め
に
、
売
主
か
ら
買
主

に
与
え
る
証
文
」
と
定
義
さ
れ
て
い
る
⑷
。
こ
の
文
書
の
場
合
は
墾
田
、
す
な
わ

ち
開
墾
田
地
の
売
買
に
か
か
わ
る
文
書
で
あ
る
。
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
３
項

で
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

２
．
文
書
の
来
歴

　
福
田
氏
に
よ
る
と
、
本
文
書
（
以
下
、
横
浜
市
大
本
と
称
す
る
）
と
同
じ
文
書

が
『
平
安
遺
文
』
に
四
四
五
六
号
と
し
て
収
録
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
出
典
で
あ
る

大
東
急
記
念
文
庫
所
蔵
『
遊ゆ
う
こ
せ
い
じ
ょ
う

古
世
帖
』
所
収
文
書
（
以
下
、『
遊
古
世
帖
』
本
と

称
す
る
）
が
写
し
で
あ
り
、
横
浜
市
大
本
が
原
本
で
あ
る
と
い
う
。
そ
し
て
、
原

本
で
あ
る
横
浜
市
大
本
は
か
つ
て
橋
本
某
氏
に
所
蔵
さ
れ
、
橋
本
家
よ
り
流
出
し

た
の
ち
、「
橋
本
家
蔵
」
の
端
書
が
裁
ち
落
と
さ
れ
て
巻
装
さ
れ
、
そ
れ
が
横
浜

市
立
大
学
に
購
入
さ
れ
た
と
す
る
。

　
栄
原
氏
は
、
上
述
の
福
田
氏
の
見
解
を
ふ
ま
え
、
再
検
討
し
た
上
で
、
次
の
諸

点
を
指
摘
し
て
い
る
。

⒜
　 

横
浜
市
大
本
の
元
の
所
蔵
者
「
橋
本
某
氏
」
は
、『
遊
古
世
帖
』
の
編
者
で

あ
る
藤と
う

貞て
い

幹か
ん

＝
藤ふ
じ
わ
ら
の原
貞さ
だ

幹も
と

（
一
七
三
二
―
一
七
九
七
）
と
交
友
関
係
の
あ

る
有
職
家
、
橋は
し
も
と本
経つ
ね

亮あ
き
ら（
一
七
五
五
―
一
八
〇
五
）
と
推
定
さ
れ
る
。

⒝
　 

橋
本
経
亮
が
所
蔵
し
て
い
た
横
浜
市
大
本
は
、
摂
津
国
兎
原
郡
（
現
・
神
戸

市
東
灘
区
）
の
豪
商
・
蒐
集
家
・
文
化
人
で
、
藤
貞
幹
と
も
交
流
の
あ
っ

た
吉
田
道
可
（
一
七
三
四
―
一
八
〇
二
）
の
手
に
渡
り
、
以
後
昭
和
七
年

（
一
九
三
二
）
二
月
九
日
段
階
ま
で
吉
田
家
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
こ

の
段
階
で
す
で
に
化
粧
裁
ち
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所

所
蔵
の
台
帳
付
写
真
（
請
求
記
号
六
二
三
―
九
二
七
六
）
か
ら
確
認
で
き
る
。

⒞　

 

横
浜
市
大
本
は
昭
和
七
年
二
月
以
降
の
あ
る
時
期
に
、
大
阪
の
万
字
屋
書
店

小
林
秀
雄
に
よ
っ
て
吉
田
家
か
ら
買
い
取
ら
れ
、
万
字
屋
書
店
か
ら
昭
和

二
十
四
年
（
一
九
四
九
）
十
二
月
に
東
京
の
弘
文
荘
反
町
茂
雄
が
購
入
し
た
。

現
在
の
表
装
は
、
反
町
弘
文
荘
で
施
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。

⒟　

 

昭
和
二
十
六
年
（
一
九
五
一
）
五
月
二
十
九
日
に
、
反
町
弘
文
荘
よ
り
横
浜

市
立
大
学
が
購
入
し
た
。

⒠
　 

横
浜
市
大
本
に
見
え
る
紀
朝
臣
乙
魚
の
自
署
が
、
別
の
文
書
（
神
宮
文
庫
所

蔵
「
紀
伊
国
直
川
郷
墾
田
売
券
」）
に
見
え
る
同
一
人
物
の
自
署
の
筆
跡
と

異
な
る
こ
と
か
ら
、
横
浜
市
大
本
が
承
和
十
五
年
の
原
文
書
で
あ
る
公
算
は

低
く
、
橋
本
経
亮
が
作
成
し
た
写
し
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　

＊
（　

）
内
は
筆
者
注
記

　

栄
原
氏
に
よ
る
右
の
指
摘
は
、
い
ず
れ
も
妥
当
と
考
え
ら
れ
る
。

３
．
文
書
の
内
容
の
検
討

　
読
み
下
し
文
は
左
記
の
と
お
り
で
あ
る
。

謹か
し
こみ
て
解げ

し
申
す　
常じ
ょ
う
ち
ば
い
ば
い
こ
ん

地
売
買
墾
田で
ん
け
ん券
文も
ん

を
立
つ
る
の
事

　
合
わ
せ
て
一
段た
ん　
在
り
ど
こ
ろ
直の
う
が
わ川
郷ご
う

　

 

四し
い

至し

〈
限
る
東　

紀
朝
臣
長
川
治ち
で
ん田　

限
る
南 

野　

限
る
西　

池
并な
ら

び
に
田　

限
る
北　
林
〉

右
の
件く
だ
ん

の
墾
田
、
価か

直ち
ょ
く

稲
九
十
束そ
く

を
充
て
、
左さ
き
ょ
う
に
じ
ょ
う
に
ぼ
う

京
二
条
二
坊
戸こ
し
ゅ主
散さ
ん

位に

従じ
ゅ

五ご

い位

下の
げ

橘
朝
臣
氏
雄
に
常じ
ょ
う
ち地
と
し
て
与
え
売
る
こ
と
既す
で

に
訖お
わ

ん
ぬ
。
仍
っ
て
売
買
両
人
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并
び
に
保
証
の
署
名
を
勒ろ
く

し
、
券
文
を
立
つ
る
こ
と
件
の
如
し
。
以
て
解げ

す
。

承
和
十
五
年
五
月
二
日
専
売
紀
朝
臣
葛
成

相
売
紀
朝
臣
宗
文

相
売
紀
朝
臣
□
雄

証
人
紀
朝
臣
乙
魚

　
律
令
制
下
で
は
本
来
、
田
地
の
私
有
や
売
買
は
許
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
墾

田
開
発
奨
励
策
と
し
て
養
老
七
年
（
七
二
三
）
に
三さ
ん
ぜ世
一い
っ
し
ん
の
ほ
う

身
法
、
天
平
十
五
年

（
七
四
三
）
に
墾こ
ん

田で
ん

永え
い
ね
ん年
私し
ざ
い
ほ
う

財
法
が
発
布
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
墾
田
の
私
有
・

売
買
が
公
認
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
墾
田
の
売
買
に
は
国
家
（
具
体
的

に
は
京
内
な
ら
ば
京
き
ょ
う

職し
き

、
諸
国
な
ら
ば
郡
）
へ
の
許
可
申
請
手
続
き
＝
売ば
い
ば
い買
立り
つ
け
ん券

文も
ん

が
必
要
で
あ
っ
た
⑸
。

　
売
買
立
券
文
の
具
体
的
手
続
き
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
諸
国
の
場
合
を
例
に
と

り
、﹇　
﹈
内
に
京
内
の
場
合
を
記
す
こ
と
と
す
る
⑹
。

① 

売
人
が
辞じ

（
下
級
官
人
や
庶
人
に
よ
る
上
申
文
書
）
に
よ
っ
て
、
所
管
の
郷ご
う

長ち
ょ
う﹇
坊ぼ
う
れ
い令
﹈
に
売
買
を
申
請
す
る
。

② 

申
請
を
受
け
た
郷
長
﹇
坊
令
﹈
は
、
売
買
の
虚
実
を
審
査
し
（
こ
れ
を
覆ふ
く

勘か
ん

ま

た
は
覆ふ
く
し
ん審
と
い
う
）、
事
実
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

③ 

覆
勘
を
終
え
た
郷
長
﹇
坊
令
﹈
は
、
解げ

（
上
級
官
司
に
対
す
る
上
申
文
書
）
を

作
成
し
て
審
査
事
実
を
記
す
。
通
常
「
仍
勒
売
買
両
人
署
名
立
券
如
件
」
の
よ

う
な
覆
勘
文
言
が
入
る
。そ
し
て
売
買
当
事
者
両
人
と
保
証
人
の
署
名
を
と
る
。

こ
れ
を
券
文
と
い
い
、
二
通
作
成
し
て
郡
﹇
京
職
﹈
に
申
告
す
る
。

④ 

券
文
を
受
理
し
た
郡
﹇
京
職
﹈
は
、
申
告
さ
れ
た
事
実
を
認
め
る
意
の
「
判
」

字
を
余
白
に
記
し
、
四し
と
う
か
ん

等
官
の
位
署
を
加
え
て
郡
印
﹇
京
職
印
﹈
を
紙
面
に
捺

印
す
る
。
二
通
の
う
ち
一
通
は
郡
﹇
京
職
﹈
に
止
め
、
も
う
一
通
は
当
事
者
に

交
付
す
る
。

　
右
の
手
続
き
を
も
っ
て
、
土
地
の
売
買
契
約
は
正
式
に
成
立
・
公
認
さ
れ
る
の

で
あ
る
。

  

た
だ
し
加
藤
友
康
氏
に
よ
る
と
諸
国
の
場
合
、
八
世
紀
に
は
券
文
三
通
を
作
成

し
て
郡
か
ら
国
へ
送
り
、
郡
判
・
国
判
の
両
者
を
得
る
の
が
原
則
で
あ
っ
て
、
国

判
に
よ
り
初
め
て
土
地
の
売
買
契
約
が
公
的
に
承
認
さ
れ
た
。
国
判
の
の
ち
一
通

は
国
に
、
一
通
は
郡
に
留
め
、
残
り
一
通
を
買
人
に
交
付
す
る
。
九
世
紀
に
な
る

と
、
日
常
的
な
田
地
の
掌
握
の
た
め
に
郡
に
よ
っ
て
国
の
機
能
が
代
位
さ
れ
、
国

判
を
得
る
こ
と
な
く
郡
判
に
よ
り
売
券
と
し
て
完
結
さ
せ
ら
れ
る
も
の
が
存
在
す

る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
売
買
さ
れ
る
土
地
と
売
人
・
買
人
の
本
貫
地
が
異
な
る
場

合
な
ど
に
は
引
き
続
き
国
判
で
完
結
し
た
⑺
。

　
右
の
手
続
き
と
横
浜
市
大
本
を
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
る
と
、
横
浜
市
大
本
の
冒

頭
が
「
謹
解
」
と
あ
る
の
み
で
「
直
川
郷
長
」
の
記
載
が
な
い
こ
と
か
ら
③
の
よ

う
な
郷
長
解
で
な
い
こ
と
、
ま
た
④
段
階
ま
で
経
た
完
結
し
た
売
券
で
あ
る
な
ら

ば
、
現
存
す
る
証
人
紀
朝
臣
乙
魚
の
署
名
の
左
に
続
い
て
、
名
草
郡
の
郡
判
や
郡

司
の
位
署
部
分
が
続
く
筈
で
、
さ
ら
に
そ
の
左
に
紀
伊
国
の
国
判
や
国
司
の
位
署

が
続
い
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
欠
落
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

加
え
て
「
仍
っ
て
売・
買・
両・
人・
并
び
に
保
証
の
署
名
を
勒
し
」
と
記
載
し
な
が
ら
、

買
人
で
あ
る
橘
朝
臣
氏
雄
の
署
名
が
な
い
こ
と
も
不
審
で
あ
る
。
た
だ
し
横
浜
市

大
本
が
橋
本
経
亮
に
よ
る
写
し
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
考
え
る
と
、
橋
本

が
入
手
し
た
元
の
文
書
に
は
こ
れ
ら
の
部
分
が
存
在
し
た
が
、
橋
本
が
そ
れ
を
写

さ
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
文
書
の
影
写
に
秀
で
て
い
た
と
い
う
橋

本
が
⑻
、
郡
判
・
国
判
や
位
署
部
分
が
存
在
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
写
さ
な
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か
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。

　

こ
の
疑
問
に
つ
い
て
考
え
る
た
め
、
横
浜
市
大
本
と
同
地
域
で
年
代
が
近
く
、

横
浜
市
大
本
と
共
通
す
る
紀
朝
臣
乙
魚
と
い
う
人
物
が
関
与
し
て
い
る
神
宮
文
庫

所
蔵
の
貞
観
三
年
（
八
六
一
）
二
月
二
十
五
日
付
「
紀
伊
国
直
川
郷
墾
田
売
券
」

（
以
下
、「
直
川
郷
墾
田
売
券
」
と
称
す
る
）
を
参
照
し
て
み
る
⑼
。
栄
原
氏
に
よ

る
と
、
こ
の
売
券
は
郷
長
で
は
な
く
売
人
側
が
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
い
、

横
浜
市
大
本
も
そ
の
可
能
性
が
高
い
。
さ
ら
に
「
直
川
郷
墾
田
売
券
」
で
は
売
人
・

相
知
の
署
名
部
分
の
左
に
買
人
の
署
名
が
あ
り
、
郷
長
は
署
名
部
分
の
末
尾
近
く

に
自
署
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
で
き
る
。
こ
れ
を
参
考
と
す
る
と
、
橋
本
が
写
し

た
元
の
売
券
は
、
横
浜
市
大
本
現
存
部
分
よ
り
左
側
の
、
買
人
や
郷
長
の
署
名
を

含
む
記
述
が
欠
落
し
て
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た「
直
川
郷
墾
田
売
券
」

で
は
一
面
に
数
十
顆
の
郡
印
の
印
影
が
見
え
る
の
で
、「
紀
朝
臣
葛
成
墾
田
売
券
」

に
も
同
様
に
名
草
郡
印
が
押
捺
さ
れ
て
い
た
筈
で
あ
る
。
横
浜
市
大
本
に
そ
れ
が

写
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
橋
本
が
写
し
た
元
の
文
書
に
印
影
が
な
か
っ

た
可
能
性
が
高
く
、
そ
れ
は
承
和
十
五
年
段
階
の
売
券
で
は
な
く
そ
の
写
し
で

あ
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

　

横
浜
市
大
本
の
内
容
は
、
紀
朝
臣
葛
成
と
い
う
人
物
が
紀
伊
国
名
草
郡
直
川
郷

（
現
・
和
歌
山
県
和
歌
山
市
）
に
所
有
す
る
墾
田
一
段
を
、
稲
九
十
束
の
値か

直ち
ょ
く（
＝

価
値
）
で
、
左
京
二
条
二
坊
に
居
住
す
る
橘
朝
臣
氏
雄
に
売
却
す
る
と
い
う
も
の

で
あ
る
。「
専
売
」
と
あ
る
紀
朝
臣
葛
成
が
墾
田
を
売
却
し
た
本
人
、「
相
売
」
は

そ
の
親
族
係
累
で
そ
の
土
地
に
権
利
を
有
す
る
者
と
推
測
さ
れ
て
お
り
、
証
人
は

売
買
の
事
実
を
証
明
す
る
た
め
の
証
拠
人
で
あ
る
と
い
う
⑽
。
相
売
の
二
人
目
の

人
名
を
、
福
田
氏
は
「
紀
朝
臣
美
雄
」
と
し
、
栄
原
氏
は
「
紀
朝
臣
茂
雄
」
と
し

て
い
る
が
、
ど
ち
ら
と
も
決
め
か
ね
る
の
で
釈
文
で
は
□
と
し
て
お
く
（
文
末
写

真
）。

　

な
お
福
田
氏
は
、「
常
地
と
し
て
与
え
売
る
こ
と
既
に
訖
ん
ぬ
」
と
の
文
言
が

記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、公
式
手
続
き
前
に
こ
の
売
買
が
私
約
と
し
て
成
立
し
、

す
で
に
当
事
者
間
に
お
い
て
「
一
種
の
不
完
全
所
有
権
の
移
転
の
効
力
が
発
生
し

て
い
る
」
と
解
さ
れ
て
い
る
が
⑾
、「
常
地
」
に
つ
い
て
検
討
し
た
松
田
行
彦
氏

に
よ
る
と
、「
常
地
」
と
は
、
所
有
権
を
意
味
す
る
概
念
で
は
な
く
、
排
他
的
占

有
権
ま
た
は
用
益
権
を
示
す
在
地
社
会
に
お
け
る
概
念
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
⑿
。

ま
た
、「
与
え
売
る
こ
と
既
に
訖
ん
ぬ
」
と
同
様
の
文
言
は
八
・
九
世
紀
の
売
券
に

頻
出
す
る
い
わ
ば
定
型
句
で
あ
り
⒀
、
特
筆
す
る
問
題
で
は
な
い
と
考
え
る
。
や

は
り
、
郡
判
・
国
判
な
い
し
職
判
と
い
う
国
家
の
公
認
に
よ
っ
て
、
初
め
て
効
力

が
保
証
さ
れ
る
こ
と
を
重
視
す
べ
き
で
あ
ろ
う
⒁
。

　

こ
こ
で
、横
浜
市
大
本
の
売
人
と
買
人
に
注
目
し
て
み
た
い
。
紀
朝
臣
葛
成（
名

は
「
ふ
じ
な
り
」
又
は
「
く
ず
な
り
」
か
）
に
つ
い
て
は
未
詳
だ
が
、「
直
川
郷

墾
田
売
券
」
に
も
名
が
見
え
て
い
る
⒂
。
直
川
郷
は
紀
伊
国
衙
に
隣
接
し
た
い
わ

ば
一
等
地
で
あ
り
⒃
、
紀
朝
臣
の
氏
姓
を
も
つ
こ
と
か
ら
考
え
て
も
、
在
地
の
有

力
者
で
あ
る
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
（
補
注
）。

　

一
方
、買
人
で
あ
る
橘
朝
臣
氏
雄
（
名
は
「
う
じ
か
つ
」
又
は
「
う
じ
お
」
か
）

に
つ
い
て
も
詳
細
は
不
明
だ
が
、
散
位
す
な
わ
ち
官
職
に
は
就
い
て
い
な
い
も
の

の
、
従
五
位
下
と
い
う
貴
族
に
相
当
す
る
位
階
を
有
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
人

物
の
左
京
二
条
二
坊
と
い
う
本
貫
地
は
注
目
に
値
す
る
。
す
な
わ
ち
、
同
じ
坊
の

三
〜
六
坪
の
方
四
町
は
後
院
で
あ
る
冷れ
い
ぜ
い
い
ん

然
院
が
占
め
て
お
り
⒄
、
こ
の
売
券
が
作

成
さ
れ
た
承
和
十
五
年
（
八
四
八
）
に
は
、
太
皇
太
后
橘
た
ち
ば
な
の

嘉か

智ち

こ子
が
居
住
し

て
い
た
⒅
。『
尊
卑
分
脈
』
の
橘
氏
系
図
に
よ
る
と
、
嘉
智
子
の
兄
弟
に
は
右
大

臣
を
務
め
た
氏
公
と
神
祇
伯
を
務
め
た
氏
人
の
二
人
が
お
り
⒆
、
氏
雄
は
『
尊
卑
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分
脈
』
に
見
え
な
い
も
の
の
、「
氏
」
字
を
共
有
す
る
こ
と
と
冷
然
院
と
同
一
の

坊
を
本
貫
と
す
る
戸
主
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
橘
嘉
智
子
と
同
世
代
の
親
族
で
あ
る

可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
の
検
討
か
ら
、
横
浜
市
大
本
「
紀
朝
臣
葛
成
墾
田
売
券
」
は
写
本
で
は
あ

る
が
、「
直
川
郷
墾
田
売
券
」
と
と
も
に
、
紀
伊
国
衙
に
隣
接
す
る
直
川
郷
に
お

い
て
京
貫
貴
族
に
よ
る
墾
田
集
積
の
進
行
し
て
い
た
様
相
を
物
語
る
、
貴
重
な
史

料
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
⒇
。

＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿

⑴　

 

福
田
以
久
夫
「
横
浜
市
立
大
学
所
蔵
の
古
文
書
に
つ
い
て
（
１
）」『
横
浜
市

立
大
学
論
叢
』
第
23
巻　

人
文
科
学
系
列
第
２
、３
号
（
横
浜
市
立
大
学
・

一
九
七
一
年
）

⑵　

 

栄
原
永
遠
男
「『
紀
葛
成
墾
田
売
券
』
に
つ
い
て
」『
紀
伊
古
代
史
研
究
』（
思

文
閣
出
版
・
二
〇
〇
四
年
）

⑶　

https://opac.yokoham
a-cu.ac.jp/03books/rare/rare_list.pdf

⑷　

 

佐
藤
進
一
『﹇
新
版
﹈
古
文
書
学
入
門
』（
法
政
大
学
出
版
局・一
九
九
七
年
）

二
六
一
ペ
ー
ジ

⑸　
以
上
の
記
述
は
佐
藤
注
⑷
著
書
二
六
一
ペ
ー
ジ
に
よ
る
。

⑹　

 

福
田
注
⑴
論
文
、佐
藤
注
⑷
著
書
、井
上
光
貞
ほ
か
日
本
思
想
大
系
３『
律
令
』

（
岩
波
書
店
・
一
九
七
六
年
）
に
基
づ
き
、「
紀
朝
臣
葛
成
墾
田
売
券
」
と
の

比
較
の
た
め
諸
国
の
例
を
基
本
と
し
て
筆
者
が
再
構
成
し
た
。

⑺　

 

加
藤
友
康
「
八・
九
世
紀
に
お
け
る
売
券
に
つ
い
て
」
土
田
直
鎮
先
生
還
暦

記
念
『
奈
良
平
安
時
代
史
論
集　
上
』（
吉
川
弘
文
館
・
一
九
八
四
年
）

⑻　
栄
原
注
⑵
論
文
二
八
四
ペ
ー
ジ

⑼　

 

栄
原
永
遠
男
「「
紀
伊
区
直
川
郷
墾
田
売
券
」
に
つ
い
て
」（
注
⑵
著
書
所
収・

初
出
一
九
八
七
年
）。
同
論
考
に
写
真
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ

た
い
。

⑽　
福
田
注
⑴
論
文
四
〜
六
ペ
ー
ジ

⑾　
福
田
注
⑴
論
文
四
〜
五
ペ
ー
ジ

⑿　

 

松
田
行
彦
「「
常
地
」
を
切
る
」『
古
代
日
本
の
国
家
と
土
地
支
配
』（
吉
川

弘
文
館
・
二
〇
一
九
年
・
初
出
二
〇
〇
二
年
）

⒀　
松
田
注
⑿
論
文
所
引
売
券
な
ど
。

⒁　
加
藤
注
⑺
論
文

⒂　
注
⑼
に
同
じ

⒃　

 

竹
内
理
三
『
角
川
地
名
大
辞
典
』
30　
和
歌
山
県
（
角
川
書
店
・
一
九
九
一

年
）「
直
川
」
の
項

⒄　

 

角
田
文
衛
『
平
安
時
代
史
事
典
』
本
編
下
（
角
川
書
店・一
九
九
四
年
）「
冷

泉
院
」
の
項
（
関
口
力
執
筆
）

⒅　

 

所
京
子
「
平
安
前
期
の
冷
然
院
と
朱
雀
院
―
「
御
院
」
か
ら
「
後
院
」
へ
―
」

『
平
安
朝
「
所
・
後
院
・
俗
別
当
」
の
研
究
』（
勉
誠
出
版
・
二
〇
〇
四
年
・

初
出
一
九
七
〇
年
）

⒆　

 

黒
板
勝
美　
新
訂
増
補
国
史
大
系
第
六
十
巻
下
『
尊
卑
分
脈
』
第
四
篇
（
吉

川
弘
文
館
・
一
九
六
七
年
）
四
六
ペ
ー
ジ

⒇　
注
⒃
に
同
じ

（
補
注
）
本
稿
脱
稿
後
、
佐
藤
信
「
紀
朝
臣
葛
成
墾
田
売
券
」『
書
物
學
』
20
（
勉

誠
出
版
・
二
〇
二
二
年
）
に
接
し
た
。
同
論
文
に
は
、
墾
田
所
在
地
で
あ
る
名
草

郡
が
日
前
宮
の
神
郡
で
あ
り
、
紀
朝
臣
氏
が
紀
伊
国
造
以
来
の
郡
司
氏
族
と
し
て

当
地
に
勢
力
を
ふ
る
っ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。あ
わ
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。

〔
横
浜
ユ
ー
ラ
シ
ア
文
化
館　
主
任
学
芸
員
〕
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紀
朝
臣
葛
成
墾
田
売
券
（
横
浜
市
立
大
学
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー
所
蔵
）


